
ロングリスト及びVCマップの概要及びご利用にあたって

別添①

※本資料では、各用語を省略記載
NP ：ネイチャーポジティブ
NPE：ネイチャーポジティブ経済
VC：バリューチェーン
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はじめに

◼ 環境省では、2024年3月に策定した「ネイチャーポジティブ経済移行戦略」を踏まえて、2025年7月に「ネイチャーポジティブ経済移行戦略ロードマップ
（2025-2030年）」を策定しました。本ロードマップでは、NPEの実現に向けた施策の一環として自然関連情報開示の更なる推進をすることとしています。

◼ 企業の皆様が、情報開示に向けてTNFDのLEAPアプローチ等の調査・分析等を進める中で、自社の事業活動が自然にどのように依存・影響しており、
特にどのようなリスク・機会が存在するかの特定に時間を要することが課題の一つと把握しています。

◼ そこで、生物多様性への依存度・影響度が高く、産業規模の大きい分野を「優先対象分野」と整理し、当該分野ごとに自然関連リスク・機会ロングリス
ト及び同リストの内容をVCに沿ってまとめたVCマップ（以下、「ロングリスト及びVCマップ」という）を作成しました。 当該ツールは、LEAPアプローチの
Assess（リスク・機会の特定）フェーズやその先の企業価値向上に向けて活用いただくことで分析序盤プロセスの省力化を図り、より各社特有の分
析となる「地域性分析や対応策の検討」に注力いただくことを目的としています。

◼ また、情報開示だけではなく、組織内（部署間）やVC上の取引先、投資家等とのコミュニケーションにあたってもご活用いただければ幸いです。

自然関連リスク・機会への対応は、企業価値向上につながることのイメージ

※本図は今後更新予定

企業価値
向上

https://www.env.go.jp/press/press_03041.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
https://www.env.go.jp/press/press_00333.html
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優先対象分野別自然関連リスク・機会ロングリスト及びバリューチェーンマップについて

特徴

資料

優先対象分野別バリューチェーンマップ 優先対象分野別自然関連リスク・機会ロングリスト

◼ ３つの優先分野における代表的なリスク/機会（例） を記載

◼ VC上の位置づけに沿ってリスク・機会を記載した「概要版」、リスク・機会の分
類に沿って可能な限り網羅的にリスク・機会を記載した「詳細版」の２パターン
で整理

◼ TNFDやWBCSDの各種ガイダンスに記載されているリスク/機会、対応策を抜
粋して一覧化

◼ 該当するセクター等でソート検索でき、自社や投融資先企業に関連するリス
ク/機会、対応策を確認可能

活用
シーン

◼ セクター/自社に関連するリスク/機会についての全体像・概観の把握

◼ 経営層や現場・事業部等の社内ステークホルダー及びVC上の取引先や投
資家等の社外ステークホルダーとの対話にも活用可能（活用例については
本資料のP8をご参照）

◼ 自社にとってのリスク/機会や関連する対応策を特定する際に、分析の省力化
（=各社特有の地域性分析や対応策検討へのリソース配分）

◼ ロングリストをExcel版でダウンロードし、独自のフィルタリングにより、自社に関
連するリスク/機会等だけを取りまとめる等の応用的な活用も可能

L 発見
E 診断 P 準備A 評価

◼ これから自然関連情報開示を着手予定の企業の皆様の分析の省力化を図るべく、生物多様性への依存度・影響度が高く、産業規模の大きい優先対象
分野ごとに自然関連リスク・機会ロングリスト及び同リストの内容をVCに沿ってまとめたVCマップを作成。

◼ 本コンテンツは開示に向けた整理・検討だけではなく、①組織内（対経営層、現場・事業部等）のコミュニケーション、②VC上の取引先とのコミュニケー
ション、③投資家とのコミュニケーションにも活用可能。

【凡例】 ：これからTNFD分析を実施される企業 ：既にセクター/自社に関連するリスク/機会の概観を把握されている企業



4

VCマップの活用方法

◼ VCマップについては、優先対象分野別に「概要版」、「詳細版」、「（参考）VC図」という３種類の資料で構成。

◼ 概要版と詳細版については下記の特徴を踏まえて適宜使い分け・お役立ていただきたい。

VCマップ：概要版

◼ VC上の位置づけ（上流、中流、下流）に沿ってリス
ク・機会を記載しているため、全体感を掴むためにお
役立ていただきたい

◼ リスク・機会の分類に沿ってリスク・機会を記載している
ため、網羅的に把握するためにお役立ていただきたい

◼ 優先対象分野別に、TNFDのどのセクターガイダンス上
で示されているVCに沿ってVCマップを作成しているか
を記載

（参考）VC図※VCマップ：詳細版

※優先対象分野別のVCについては下記のとおり特定のセクターガイダンスに準拠

食料・農林水産関連分野：TNFD「Additional sector guidance - Food and agriculture」

建設・インフラ関連分野：TNFD「Additional sector guidance - Engineering, construction and real estate」

製造関連分野：TNFD「Additional sector guidance - Chemicals」

https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
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ロングリストの活用方法①使い方イメージ

検索結果の件数

カテゴリ検索

企業の情報開示レポート
へのアクセス（ をクリッ
クすると企業の情報開示

文章が表示される）

リスク/機会、対応策の
原文が含まれる各種ガ
イダンスへのアクセス

リスク/機会及び対応策の原文・出所の表示/非表示を切り替え

セクター中分類はリスク・機会を抜粋した文献を基に機械的に割り当て。ただし、「全般」に
ついてはセクター大分類に共通して該当すると考えられるリスク・機会（事務局にて判断）

【凡例】

：セクター大分類

リスク機会の内容を
把握し、分析・社内
外関係者との対話
等に活用：セクター中分類

：リスク・機会大分類

：リスク・機会中分類

：リスク・機会小分類

WBCSD、TNFDレポート
のAR3T分類（回避、削
減、再生、復元、変革）

◼ 使い方については以下のとおり。「使い方ガイド」をクリックすると本スライドを含む使い方の詳細が表示されるため、ご参照いただきたい。
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ロングリストの活用方法②リスク・機会一覧の補足説明

（自然への依存・影響を踏まえ
た）リスク・機会

◼ TNFD及びWBCSDが発行するセクター別のガイダンスを参照し、各分野におけるグローバル共通のリスク・機会を特定（類似するリスク/機会に
ついては適宜統廃合を実施）

◼ 自然への依存・影響を踏まえた翻訳とするために、原文では明示されていない内容について事務局にて補足的に緑字で記載（例：関連すると
想定される生態系サービス等）

◼ 原文に企業にとっての経済的な影響が含まれる場合は、原文に忠実な内容とするために、リスク・機会の文言に含める形で整理（=経済的な
影響の列でも同様の内容の記載がある）

VC内の位置づけ

◼ 事務局にてVC内の位置づけ（上流、直接操業、下流、End of life）を記載。優先対象分野別のVCについては下記のとおり特定のセクター
ガイダンスに準拠

➢ 食料・農林水産関連分野：TNFD「Additional sector guidance - Food and agriculture」

➢ 建設・インフラ関連分野：TNFD「Additional sector guidance - Engineering, construction and real estate」

➢ 製造関連分野：TNFD「Additional sector guidance - Chemicals」

（参考）想定される企業への経済
的な影響（売上・コストの増減）

◼ 原文では言及がない経済的な影響も含めて参考として事務局で補足的に記載

◼ VCの特定の対象拠点に関するリスク・機会でも、他対象拠点に影響が波及すると考えられる場合はその影響を記載（例：上流での農林水
産物の収量減少は直接操業における調達コスト増加につながる 等）

◼ 業界/自社特有の経済的な影響等を検討するにあたり参考にしていただきたい

（参考）対応策

◼ TNFD及びWBCSDが発行するセクター別のガイダンスを参照し、各分野におけるグローバル共通の対応策を特定

◼ 各種文献より原文（英語）を抜粋し、事務局にて伝わりやすい表現等を踏まえて適宜記載を修正

◼ ガイダンス上は各対応策がどのリスク・機会に紐づくかは示されていないため、事務局にて紐づけを実施

（参考）開示事例

◼ 多くの企業が共通して整理しているリスク・機会のインパクト評価結果を参考情報として記載

◼ インパクト評価結果の定義（大中小の閾値等）は各社によって異なるため、出典のレポートをご確認いただきたい

◼ なお、2024年12月時点でTNFD関連開示を公表しているEarly Adoptersの日本企業を調査対象として設定

（参考）リスク/機会の原文・出所 ◼ 抽出元の文献内に記載されている原文（英語）を記載

◼ 統廃合を実施したものについては、複数の原文（英語）を記載（参考）対応策の原文・出所

◼ リスク・機会一覧の各列の説明は下表のとおり。下表についても「使い方ガイド」に含まれるため適宜ご参照いただきたい。

https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
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ロングリストの活用方法③生態系サービスの概要と本ロングリスト内での検索方法

◼ 自然への依存・影響を踏まえたリスク・機会とするために、原文では明示されていない内容について事務局にて補足的に緑字で記載しており、関連する
と考えられる生態系サービス等は緑字で記載。

◼ 国連の主導で行われた「ミレニアム生態系評価（MA）」では、生態系サービスを「供給サービス」、「調整サービス」、「文化的サービス」、「基盤サービ
ス」の４つに分類（詳細はこちらをご参照）。

◼ 本ロングリストでは上記も踏まえ、下表の項目の文言を補足的に追記しているため、適宜ページ内（またはExcel内）検索機能を活用し、関連する
と考えられる生態系サービスをベースにリスク・機会を検索することが可能。

分類 項目

供給サービス

食料

水流の調整及び浄水を含む水供給

原材料

遺伝資源

薬用資源

調整サービス

大気質の調整及び他の都市環境の質の調整

水質浄化

局所災害の緩和

土壌浸食の抑制

地力の維持及び栄養循環

花粉媒介サービス

生物的コントロール

分類 項目

生息・生育地サービ
ス

生息・生育環境の提供

遺伝的多様性の維持

調整サービス
自然景観の保全

レクリエーションや観光の場と機会

https://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/valuation/service.html
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各ステークホルダーとのコミュニケーションにおけるロングリスト及びVCマップの活用方法

◼ ロングリスト及びVCマップは、主に企業のTNFD担当部署において、自社にとって重要なリスク・機会の洗い出しや優先度評価の実施に向けたインプッ
トとして活用されることを想定している。

◼ また、社内外の各ステークホルダーとのコミュニケーション（リスク機会の分析、対応策の検討等）にあたっても活用可能。

◼ さらに、金融機関・投資家等との対話においても、重要なリスク・機会の洗い出しや優先度評価の実施、対応策の推進状況を訴求するために活用可能。

TNFD関連
所管部署 等

自社にとって重要なリスク・
機会の洗い出しや優先度
評価を実施

◼経営/事業戦略に、自然関連リス
ク・機会、対応策を統合させる必
要性等について訴求するために活
用

◼VC上の企業に影響が波及する
リスク・機会を確認し、その対応
策等について対話するために活
用

対 経営層

対 VC上の企業

対 現場・事業部

対 金融機関・投資家

◼投融資の獲得に向けて、重要
なリスク・機会の洗い出しや優
先度評価を実施し、対応策を
推進していることを訴求するた
めに活用

◼事業内容・環境を踏まえたリス
ク・機会の洗い出しや、優先度
評価に向けた協議のたたき台と
して活用



以下、参考情報
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優先対象分野の特定①

農林水産業

鉱業

製造業

食品製造業※3

電気・ガス・水道・廃棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業
情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務支援サービス業※4

建築物へのサービスや景観活動

旅行業、旅行予約業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス
0%

20%

40%

60%

80%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

影
響
度

依存度

経済活動分野別の生物多様性への依存度・影響度※1,2の大きさ 円の大きさ：日本における産業規模

：建設・インフラ関連分野

：食料・農林水産関連分野

：製造関連分野

【凡例】

（仲介業中心）

：各分野に関連する事業

◼ 生物多様性への依存度、生物多様性への影響度、日本における産業規模の３軸で経済活動分野を分析。

◼ 分析結果を基に、 食料・農林水産関連分野（農林水産業、宿泊・飲食サービス業）、 建設・インフラ関連分野（建設業、不動産業、鉱業）、
製造関連分野（製造業、鉱業）を優先対象分野とする。

出所：内閣府「2022年度国民経済計算（2015年基準・2008SNA）Ⅳ. 主要系列表（３）経済活動別国内総生産（名目）」、 Encore「Exploring Natural Capital Opportunities, Risks and Exposure」

※1 ISIC（世界標準産業分類）のSectionを日本の経済活動分類に紐づけた上で、各Sectionに紐づくGroup及び、ClassのEncore指標（依存：21指標、影響：13指標 ）のうち最も大きい数値を抽出し合算後、指標の最大値から除して依存度・影響度を算定。文化サー
ビス関連の依存指標は開発中の指標のため算定の対象外に設定。
※2 日本の経済活動分類とISIC（世界標準産業分類）の産業分類は完全には対応しない点には留意。
※3 製造業のうち、「食品製造業」を細分化。
※4 専門・科学技術、業務支援サービス業のうち、「旅行業、旅行予約業」、「建築物へのサービスや景観活動」を細分化。また、細分化された２分類に関しては、内閣府データにて詳細数値が取得不可であったことから、円の大きさに実際の産業規模を反映していない。

https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://encorenature.org/en
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優先対象分野の特定②

該当分野
経済活動分類
（計18分類）

分析軸

生物多様性への依存度※1 (上位
６分類)

生物多様性への影響度※1 (上位６
分類)

GDP比
(上位６分類)Ⅰ Ⅱ Ⅲ

農林水産業 86%（①） 85%（①） 1.0%

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 47%（④） 78%（②） 2.4%

鉱業 48%（②） 72%（③） 0.1%

製造業 42%（⑥） 68%（④） 19.2%（①）

運輸・郵便業 37% 62%（⑤） 4.7%

建設業 36% 49%（⑥） 5.2%（⑥）

専門・科学技術、業務支援サービス業※2 38% 40% 9.1%（④）

旅行業、旅行予約業 30% 37% ー

卸売・小売業 27% 35% 14.3%（②）

宿泊・飲食サービス業 48%（②） 34% 1.6%

建築物へのサービスや景観活動 43%（⑤） 34% ー

情報通信業 20% 32% 4.9%

教育 19% 26% 3.4%

公務 11% 26% 5.2%（⑥）

保健衛生・社会事業 30% 25% 8.3%（⑤）

金融・保険業 8% 20% 4.5%

不動産業 13% 17% 11.6%（③）

その他のサービス 0% 0% 3.9%

出所：内閣府「2022年度国民経済計算（2015年基準・2008SNA）Ⅳ. 主要系列表（３）経済活動別国内総生産（名目）」 、 Encore「Exploring Natural Capital Opportunities, Risks and Exposure」、TNFD「Publications」

※1 ISIC（世界標準産業分類）のSectionを日本の経済活動分類に紐づけた上で、各Sectionに紐づくGroup及び、ClassのEncore指標（依存：21指標、影響：13指標 ）のうち最も大きい数値（例：農林水産業であれば、農業、林業、水産業の各指標の中で最も依
存度、影響度が高い数値）を抽出し合算後、指標の最大値から除して依存度・影響度を算定。文化サービス関連の依存指標は開発中の指標のため算定の対象外に設定。
※2 専門・科学技術、業務支援サービス業のうち、「旅行業、旅行予約業」、「建築物へのサービスや景観活動」を細分化。

【凡例】Ⅰ：食料・農林水産関連分野、 Ⅱ：建設・インフラ関連分野、 Ⅲ：製造関連分野

https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/data/data_list/kakuhou/files/2022/2022_kaku_top.html
https://encorenature.org/en
https://tnfd.global/tnfd-publications/?_sft_framework-categories=additional-guidance-by-sector#search-filter
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リスク/機会及び対応策の整理に引用した文書等①

※1 2024年12月時点でTNFD関連開示を公表しているearly adoptersの日本企業を調査対象として設定
※2 ロングリスト及びVCマップ作成開始時点で策定・公表されていた優先対象分野に関するガイダンス等が対象（ドラフト版等は対象外）

◼ TNFDやWBCSD等が発行するセクター別のガイダンスを参照し、各分野におけるグローバル共通のリスク・機会を特定。

◼ また、日本はアジアモンスーン地域に位置しており、地域性を踏まえた検討が重要であるため、日本企業のTNFDレポートを参照し、
日本企業視点のリスク・機会や対応策についても特定。

組織・団体 資料 抽出方針

日本企業※1 各社によるTNFD関連の分析・開示結果
①依存・影響、リスクの特定：各企業のTNFDレポートの「戦略」等より抽出
②対応策（機会）：各企業のTNFDレポートの「戦略」等より抽出

TNFD※2 セクター別ガイダンス
①依存・影響、リスクの特定：各ガイダンスの「Examples of risks and opportunities」等よ
り抽出
②対応策（機会）：各ガイダンスの「Example response actions」等より抽出

WBCSD※2 セクター別ロードマップ
①依存・影響、リスクの特定：各ガイダンスの「Risk and opportunity matrix」等より抽出
②対応策（機会）：各ガイダンスの「Priority actions matrix」等より抽出

環境省（関係省庁） 過年度NPE研究会・意見交換会の検討結果
全体検討に当たって、NPE移行戦略「ネイチャーポジティブ経済への移行に向けた課題と対応
～関係省庁の施策によるバックアップ～」等を参照
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リスク/機会及び対応策の整理に引用した文書等②

セクター大分類※1（=優先対象分野） セクター中分類※2 関連ガイダンス

食料・農林水産関連分野

農業
TNFD

Additional sector guidance – Food and agriculture

Additional sector guidance  – Beverages

WBCSD Roadmap to Nature Positive: Foundations for the agri-food system – row crop commodities subsector

林業
TNFD Additional sector guidance – Forestry, pulp and paper

WBCSD Forest Sector Nature-Positive Roadmap

水産業 TNFD Additional sector guidance – Aquaculture

建設・インフラ関連分野 ー
TNFD

Additional sector guidance  – Engineering, construction and real estate

Additional sector guidance  – Construction materials

WBCSD The Roadmap to Nature Positive: Foundations for the built environment system

製造関連分野

化学 TNFD Additional sector guidance – Chemicals

バイオテクノロ
ジー・医薬品

TNFD Additional sector guidance – Biotechnology and pharmaceuticals

アパレル TNFD Additional sector guidance  – Apparel, accessories and footwear

※1：ISIC（世界標準産業分類）のSectionを日本の経済活動分類に紐づけている。ロングリストにてセクター分類によってフィルタリング可能
※2：各関連ガイダンスの名称等を踏まえて文言を定義。ロングリストにてセクター分類によってフィルタリング可能

◼ 各分野におけるグローバル共通のリスク・機会の特定にあたり参照した、 TNFDやWBCSDが発行するセクター別のガイダンスは下表の
とおり。ロングリスト（Web版、Excel版）における「セクター中分類）は下表のどのセクターガイダンスからリスク・機会を抜粋してい
るかどうかで機械的に割り当てている。

◼ 他方で、「セクター大分類」（=優先対象分野）全体に関連すると考えられるリスク・機会については「全般」という「セクター中分類」
としているため、下表のガイダンスに直接関連しないセクター（例：電機・電子、自動車等）においてもご活用いただきたい。

https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-food-and-agriculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-beverages/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-beverages/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-beverages/#publication-content
https://www.wbcsd.org/resources/roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-agri-food-system-row-crop-commodities-subsector/
https://www.wbcsd.org/resources/roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-agri-food-system-row-crop-commodities-subsector/
https://www.wbcsd.org/resources/roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-agri-food-system-row-crop-commodities-subsector/
https://www.wbcsd.org/resources/roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-agri-food-system-row-crop-commodities-subsector/
https://www.wbcsd.org/resources/roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-agri-food-system-row-crop-commodities-subsector/
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-forestry-pulp-and-paper/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-forestry-pulp-and-paper/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-forestry-pulp-and-paper/#publication-content
https://www.wbcsd.org/resources/forest-sector-nature-positive-roadmap/
https://www.wbcsd.org/resources/forest-sector-nature-positive-roadmap/
https://www.wbcsd.org/resources/forest-sector-nature-positive-roadmap/
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-aquaculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-aquaculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-aquaculture/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-engineering-construction-and-real-estate/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-construction-materials/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-construction-materials/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-construction-materials/#publication-content
https://www.wbcsd.org/resources/the-roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-built-environment-system/
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-chemicals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-biotechnology-and-pharmaceuticals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-biotechnology-and-pharmaceuticals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-biotechnology-and-pharmaceuticals/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-apparel-accessories-footwear/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-apparel-accessories-footwear/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-apparel-accessories-footwear/#publication-content
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リスク/機会及び対応策の整理に引用した文書等③

◼ 日本企業視点のリスク・機会や対応策の特定にあたり、TNFDレポート等を参照した日本企業は下表のとおり。

◼ 2024年12月時点でTNFD関連開示を公表しているearly adoptersの日本企業を調査対象として設定。

企業名（正式名称）
ロングリスト内で

記載している企業名
食料・農林水産関連分野 建設・インフラ関連分野 製造関連分野

味の素株式会社 味の素 ○ ー ー
アサヒグループホールディングス株式会社 アサヒグループHD ○ ー ー

コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社
コカ・コーラボトラーズジャ
パン

○ ー ー

キリンホールディングス株式会社 キリンHD ○ ー ー
明治ホールディングス株式会社 明治HD ○ ー ー
森永乳業株式会社 森永乳業 ○ ー ー
王子ホールディングス株式会社 王子HD ○ ー ー
サッポロホールディングス株式会社 サッポロHD ○ ー ー
住友林業株式会社 住友林業 ○ ー ー
カナデビア株式会社 カナデビア ー ○ ー
株式会社LIXIL LIXIL ー ○ ー
リゾートトラスト株式会社 リゾートトラスト ー ○ ー
積水ハウス株式会社 積水ハウス ー ○ ー
清水建設株式会社 清水建設 ー ○ ー
大成建設株式会社 大成建設 ー ○ ー
株式会社竹中工務店 竹中工務店 ー ○ ー
東急不動産ホールディングス株式会社 東急不動産HD ー ○ ー
コニカミノルタ株式会社 コニカミノルタ ー ー ○
積水化学工業株式会社 積水化学工業 ー ー ○
ソニーグループ株式会社 ソニーグループ ー ー ○
住友ゴム工業株式会社 住友ゴム工業 ー ー ○
ヤマハ株式会社 ヤマハ ー ー ○
株式会社ツムラ ツムラ ー ー ○
東レ株式会社 東レ ー ー ○

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/activity/keyword/biodiversity.html
https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/asahigroup-doc/company/policies-and-report/pdf/2024_all.pdf
https://www.ccbji.co.jp/csv/tnfd/
https://www.ccbji.co.jp/csv/tnfd/
https://www.kirinholdings.com/jp/investors/files/pdf/environmental2024_03.pdf
https://www.meiji.com/pdf/investor/library/integratedreports-integrated_reports_2024_ja_all.pdf
https://www.morinagamilk.co.jp/sustainability/resources_and_the_environment/tnfd/pdf/tnfd_report_2024.pdf
https://ojiholdings.disclosure.site/Portals/0/pdf/top/tnfd_report_2024_ja.pdf
https://www.sapporoholdings.jp/sustainability/environment/nature/climate/?_gl=1%2a139w1vj%2a_up%2aMQ..%2a_ga%2aODIxMjExMDQ4LjE3MzUwMjU4ODU.%2a_ga_7C2EXTBQDJ%2aMTczNTAyNTg4NC4xLjAuMTczNTAyNTg4NC4wLjAuMA..%2a_ga_9YWYGTWB79%2aMTczNTAyNTg4NC4xLjAuMTczNTAyNTg4NC4wLjAuMA..
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/tcfd-tnfd/
https://www.kanadevia.com/english/ir/data/pdf/tnfd2024_J.pdf
https://www.lixil.com/jp/impact/environment/pdf/tcfd_tnfd_report_2024jp.pdf?_gl=1*vpx1a4*_ga*MjE0MTE1NzY3MC4xNzM0OTI3OTc0*_ga_4NY72RD7S3*MTczNDkyNzk3Mi4xLjAuMTczNDkyNzk3NS42MC4wLjA.
https://www.lixil.com/jp/impact/environment/pdf/tcfd_tnfd_report_2024jp.pdf?_gl=1*vpx1a4*_ga*MjE0MTE1NzY3MC4xNzM0OTI3OTc0*_ga_4NY72RD7S3*MTczNDkyNzk3Mi4xLjAuMTczNDkyNzk3NS42MC4wLjA.
https://www.resorttrust.co.jp/sustainability/_assets/pdf/environment/biodiversity/resorttrust_tnfd.pdf
https://www.sekisuihouse.co.jp/library/company/sustainable/download/2024/value_report/all.pdf
https://www.shimz.co.jp/company/csr/environment/tnfd/SHIMZ_TNFDreport2024.pdf
https://www.taisei-sx.jp/esg_guide_line/tcfd/pdf/tcfd.pdf
https://www.takenaka.co.jp/enviro/esg_data/date/pdf/Takenaka_TNFD_Report.pdf
https://tokyu-fudosan-hd-csr.disclosure.site/pdf/environment/tnfd_report_03.pdf?2024
https://www.konicaminolta.jp/about/csr/environment/strategy/tnfd/index.html
https://www.sekisui.co.jp/sustainability_report/pdf/2024_TCFD_TNFDReport_J.pdf?20241122
https://www.sony.com/ja/SonyInfo/csr/library/reports/SustainabilityReport2024_J.pdf
https://www.srigroup.co.jp/sustainability/information/dvql4p000000yrnk-att/2024_all.pdf
https://www.yamaha.com/ja/sustainability/environment/global-warming/pdf/2024_tcfd_tnfd_recommendations.pdf
https://www.tsumura.co.jp/sustainability/environment/biodiversity/tnfd/
https://www.toray.co.jp/sustainability/activity/environment/pdf/TNFD_report.pdf
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（参考）その他参考文献等の一覧

◼ 今回策定したロングリスト及びVCマップにおいて、リスク・機会の抜粋等にあたり参照・活用する文献としては対象外という整理であるも
のの、適宜合わせて確認いただくと良いと考えられる文献の一覧は下表のとおり。

発行体 関連セクター 文献

TNFD

電気・ガス・水道・廃棄物処理業
Additional sector guidance – Water utilities and services

Additional sector guidance – Oil and gas

運輸・郵便業 Additional sector guidance – Marine transportation and cruise lines

農林水産業 Additional sector guidance – Fishing

鉱業 Additional sector guidance – Metals and mining

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 Additional sector guidance – Electric utilities and power generators

金融・保険業 Additional guidance for financial institutions

WBCSD
製造業 Roadmaps to Nature Positive: Foundations for the pharmaceutical sector

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 Roadmap to Nature Positive: Foundations for the energy system

WEF
（World Economic Forum）

運輸・郵便業 Nature Positive: Role of the Automotive Sector

製造業
Nature Positive: Role of the Cement and Concrete Sector

Nature Positive: Role of the Chemical Sector

その他のサービス Nature Positive: Role of the Household and Personal Care Products Sector

鉱業 Nature Positive: Role of the Mining and metals sector

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 Nature Positive: Role of the Offshore wind sector

運輸・郵便業 Nature Positive: Role of the Port sector

日本電機工業会 製造業 電機・電子の事業活動と生物多様性の関係性マップ

https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-water-utilities-and-services/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-water-utilities-and-services/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-water-utilities-and-services/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-oil-and-gas/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-oil-and-gas/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-oil-and-gas/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-marine-transportation-and-cruise-lines/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-marine-transportation-and-cruise-lines/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-marine-transportation-and-cruise-lines/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-fishing/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-fishing/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-fishing/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-metals-and-mining/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-metals-and-mining/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-metals-and-mining/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-electric-utilities-and-power-generators/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-electric-utilities-and-power-generators/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-sector-guidance-electric-utilities-and-power-generators/#publication-content
https://tnfd.global/publication/additional-disclosure-guidance-for-financial-institutions/#publication-content
https://www.wbcsd.org/resources/roadmaps-to-nature-positive-foundations-for-the-pharmaceutical-sector/
https://www.wbcsd.org/resources/roadmap-to-nature-positive-foundations-for-the-energy-system/
https://reports.weforum.org/docs/WEF_Nature_Positive_Role_of_the_Automotive_Sector.pdf
https://www3.weforum.org/docs/WEF_Nature_Positive_Role_of_the_Cement_and_Concrete_Sector_2023.pdf
https://www3.weforum.org/docs/WEF_Nature_Positive_Role_of_the_Chemical_Sector_2023.pdf
https://www3.weforum.org/docs/WEF_Nature_Positive_Role_of_the_Household_and_Personal_Care_Sector_2023.pdf
https://www.weforum.org/publications/nature-positive-transitions-sectors/mining-and-metals-sector/
https://www.weforum.org/publications/nature-positive-transitions-sectors/offshore-wind-sector/
https://www.weforum.org/publications/nature-positive-transitions-sectors/port-sector/
https://www.jema-net.or.jp/sustainability/biodiversity/bioandbiz/bioandbiz.html
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LEAPアプローチとロングリスト及びVCマップの活用シーン①

データソース：TNFD「自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」

◼ TNFDは、自然との接点、自然との依存関係、インパクト、リスク、機会など、自然関連課題の評価のための統合的なアプローチとしてLEAPアプ
ローチを開発。LEAPアプローチでは、スコーピングを経て、Locate（発見する）、Evaluate（診断する）、 Assess（評価する）、Prepare（準備
する）のステップを踏み、TNFD情報開示に向けた準備を実施。

◼ 上記の内、特にAssess（評価する）フェーズの「リスク・機会の特定」の省力化に繋げ、より各社特有の分析となる「地域性分析や対応策の検
討」への注力を促すことを目的にロングリスト及びVCマップを作成。

自社が抱えるリスク・機会を特定・具体化
するために、国際イニシアティブのガイダンス
や日本のフロントランナー企業開示にて整
理されているリスク・機会を参照

※リスクと機会の重要度・時間軸・重要地域等は、
事業形態等を基に各社で判断する必要がある

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2024/02/%E8%87%AA%E7%84%B6%E9%96%A2%E9%80%A3%E8%B2%A1%E5%8B%99%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%96%8B%E7%A4%BA-%E3%82%BF%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%8F%90%E8%A8%80_2023.pdf?v=1707222327
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LEAPアプローチとロングリスト及びVCマップの活用シーン②

データソース：TNFD「自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」

◼ （前頁のとおり）LEAPアプローチでは「Locate」で影響を受けやすい地域を特定し、「Evaluate」でインパクト要因と外部要因から生じる依存経路と
インパクト経路を用いて自然への依存と影響を特定した上で、「Assess」で関連するリスク・機会を特定することが推奨されている。

◼ したがって、ロングリスト及びVCマップを活用して特定した「リスク・機会、対応策が自社の自然への依存・影響を踏まえて妥当か」の精査・検討が必
要。

※ 自然への依存・影響を踏まえたリスクとするために、原文では明示されていない生態系サービス等を事務局にて追記しているが、本コンテンツはあくまで「Assess」フェーズの省力化
にお役立ていただくことを想定。

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2024/02/%E8%87%AA%E7%84%B6%E9%96%A2%E9%80%A3%E8%B2%A1%E5%8B%99%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%96%8B%E7%A4%BA-%E3%82%BF%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%8F%90%E8%A8%80_2023.pdf?v=1707222327
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（参考）自然関連リスクの分類と概要

大分類 中分類 小分類 概要

リスク

物理的リスク

急性リスク
自然の状態を変化させるような、短期的な特定の出来事の発生。例えば、自然災害、原油の流出、森林火災、収穫に影響を及
ぼす害虫の発生などである。

慢性リスク 自然の状態の段階的な変化。例えば、農薬に起因する汚染や気候変動など。

移行リスク

政策
自然に対するプラスのインパクトの創出または自然に対するマイナスのインパクトの緩和に関連する新たな政策（または既存の政策
の施行）によって政策状況が変化すること。

市場
物理的な状態、規制、技術、評判などの状況やステークホルダーの力学が変化した結果、消費者の嗜好の変化を含め市場全体
の力学が変化すること。例えば、生産工程に必要な淡水が不足しているために価値が低下した資産や、より少ない水で操業できる
新技術の出現によって事業における生産工程の価値が低下した資産によって、企業の市場価値は影響を受ける。

技術
自然に対するインパクトの軽減及び／または自然に対する依存の軽減による製品やサービスの代替。例えば、プラスチックを生分解
性容器に置き換えることが挙げられる。

評判
地域的、経済的、社会的レベルを含む、企業における実際の、または認識されている自然に対するインパクトに関する認識の変化。
これは直接的な企業からのインパクト、産業界からのインパクト、及び／またはVCの上流及び／または下流からのインパクトから生じ
る可能性がある。

賠償責任
法的請求から直接的または間接的に生じる賠償責任リスク。組織の自然に対する行動への備えに関する法律、規制、判例法が
発展するにつれて、組織から偶発債務が発生する事件や確率が高まる場合がある。

データソース：TNFD「自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2024/02/%E8%87%AA%E7%84%B6%E9%96%A2%E9%80%A3%E8%B2%A1%E5%8B%99%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%96%8B%E7%A4%BA-%E3%82%BF%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%8F%90%E8%A8%80_2023.pdf?v=1707222327
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（参考）自然関連機会の分類と概要

大分類 中分類 小分類 概要

機会

企業のパフォー
マンス

市場
消費者の需要、消費者や投資家のセンチメント、ステークホルダーの動向など、状況の変化によって他の機会カテゴリーから生じる、
新しい市場や地域へのアクセスなど、市場全体における原動力の変化。

資本フローと資
金調達

自然へのポジティブなインパクトまたはマイナスのインパクトの緩和に関連する資本市場、融資条件の改善、または金融商品へのアク
セス。

資源効率
自然に対するインパクトと依存を回避または軽減するために、組織が自らの事業やVCの中で取ることのできる行動（例えば、より少
ない自然資源を利用する）であり、同時に業務効率の改善やコスト削減などのコベネフィットを達成するための行動（例えば、植物
の健全性を最大化し、水の使用量を削減し、コストを削減するマイクロ灌漑）。

製品とサービス 技術革新を含め、自然の保護、管理、復元のための製品やサービスの創造や提供に関する価値提案。

評判資本
その後の社会へのインパクトやステークホルダーとのエンゲージメントを含む、組織の実質上または認識上の自然へのインパクトに関す
る認識の変化。

持続可能性パ
フォーマンス

自然資源の持
続可能な利用

リサイクル、再生、再生可能、及び／または倫理的、責任ある方法で調達された有機物によって自然資源を置き換え。

生態系の保護、
復元、再生

生息地や生態系の保護、再生、回復を支援する活動（組織が直接管理する区域の内外両方を含む）。

データソース：TNFD「自然関連財務情報開示タスクフォースの提言」

https://tnfd.global/wp-content/uploads/2024/02/%E8%87%AA%E7%84%B6%E9%96%A2%E9%80%A3%E8%B2%A1%E5%8B%99%E6%83%85%E5%A0%B1%E9%96%8B%E7%A4%BA-%E3%82%BF%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%81%AE%E6%8F%90%E8%A8%80_2023.pdf?v=1707222327
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